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20211001-03; Web. 
 
八重樫大輝, 石田隆史, 菊田淳, 及川雅啓, 横川哲朗, 三阪智史, 義久精臣, 佐野秀樹, 田代聡, 竹石恭知. 
小児がんサバイバーにおけるDNA損傷定量の意義. 第4回日本腫瘍循環器学会学術集会; 20211012-14; Web. 
 
星出聡, 義久精臣, 土田文宏, 水野裕之, 寺川宏樹, 葛西隆敏, 小糸仁史, 安藤眞一, 渡辺尚彦, 竹石恭知, 
苅尾七臣. 睡眠時無呼吸症候群を疑われた患者でのpulse transit time (PTT)でとらえたbeat-to beat血圧と定時

測定血圧の差：PTT血圧・SAS研究会. 第43回日本高血圧学会総会; 20211015-17; Web. 
 
高橋一人, 兼清健志, 金井数明, 松田希, 井口正寛, 北爪しのぶ. 多発性硬化症患者および疾患モデルマウス

における脱髄関連アストロサイトの出現. 第40回日本糖質学会年会; 20211027-29; 鹿児島/Web. 
 
石井直仁, 黒崎祥史, 井本明美, 高橋博之, 池永秀樹, 土筆智晶, 小幡進, 鈴木英明, 横場正典, 市川尊文, 
竹中恒夫, 片桐真人. 腎症発症前糖尿病ラットにおける近位尿細管のマイトファジー誘導による腎機能保護につ

いて. 第61回日本臨床化学会年次学術集会; 20211105-30; 福岡/Web. 
 
黒崎祥史, Rikke Nielsen, 大内基司, 森田亜州華, 井本明美, 川上文貴, 鈴木英明, 市川尊文, 横場正典, 
片桐真人, 竹中恒夫, 石井直仁. 近位尿細管において脂肪酸結合アルブミン負荷は過剰な細胞増殖を介して細胞

老化を促進する. 第61回日本臨床化学会年次学術集会; 20211105-30; 福岡/Web. 
 
鈴木英明, 田近洋介, 小菅優子, 小林浩二, 黒崎祥史, 井本明美, 石井直仁, 青山直善, 高橋一人, 北爪し

のぶ, 小川一英, 市川尊文, 志村浩己. ヒートショックプロテイン72はヒト血小板の凝集を促進し血栓を形成

する. 第61回日本臨床化学会年次学術集会; 20211105-30; 福岡/Web. 
 
黒崎祥史, 土筆智晶, 鈴木英明, 市川尊文, 片桐真人, 石井直仁. 脂肪酸結合アルブミンはPKC活性化を介し

て近位尿細管上皮細胞の細胞増殖および細胞老化を誘導する. 第68回日本臨床検査医学会学術集会; 20211111-14; 
富山/Web. 
 
鈴木英明, 小菅優子, 小林浩二, 黒崎祥史, 石井直仁, 市川尊文, 志村浩己. ヒートショックプロテイン72
はADPおよびコラーゲンによる血小板凝集を亢進させ血栓形成に関与する. 第68回日本臨床検査医学会学術集

会; 20211111-14; 富山/Web. 
 
三浦里織, 北爪しのぶ, 小川一英, 他. アミロイド前駆体タンパク質（APP）770は血小板に特異的に発現し放

出される. 第94回日本生化学会大会; 20211113-15; Web. 
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北爪しのぶ, 立田由里子, 三浦里織, 他. 血中のAβおよびその関連分子の由来. 第40回日本認知症学会学術

集会; 20211126-28; 東京/Web. 
 
立田由里子, 北爪しのぶ, 三浦里織, 他. 新規CAAモデルマウス血管内皮細胞由来のAPPは脳内血管にAβを

沈着させる. 第40回日本認知症学会学術集会; 20211126-28; 東京/Web. 
 
大原妃美佳, 三阪智史, 義久精臣, 一條靖洋, 菅原由紀子, 冨田湧介, 渡邊孝一郎, 佐藤悠, 阿部諭史, 佐
藤崇匡, 及川雅啓, 小林淳, 中里和彦, 石田隆史, 竹石恭知. 心不全患者における心臓-肝臓連関の病態評価と

肝臓由来ホルモン・ヘパトカインの意義. 第173回日本循環器学会東北地方会; 20211204; Web. 
 
過年業績 

 
高橋沙樹, 力丸峻也, 佐々木睦美, 渡邉万央, 山田舞衣子, 皆川敬治, 高野希美, 奥津美穂, 小野智, 三浦

里織, 川畑絹代, 三村耕作, 鈴木剛, 池田和彦. 当院における救急部常備赤血球製剤の運用. 第68回日本輸

血・細胞治療学会学術総会; 20200528; 誌上. 
 
三浦里織, 豊川真弘, 大橋一孝, 髙野由喜子, 本田睦子, 今井美菜子, 丹野大樹, 庄司龍弥, 坂本有子, 伊
藤祐子, 大花昇, 山寺幸雄, 志村浩己. 抗酸菌検査における遺伝子検査装置μTAS Wako g1の性能評価. 第69
回日本医学検査学会; 20200906; 千葉. 
 
〔シンポジウム〕 
 
喜古崇豊, 及川雅啓, 小林淳, 義久精臣, 竹石恭知. FDG PET/MRIを用いた心サルコイドーシスの予後評価に

ついて. 第7回日本心筋症研究会; 20210417; Web. 
 
豊川真弘. 微生物検査の変遷. 第95回日本感染症学会学術集会; 20210509; 横浜/Web. 
 
義久精臣, 石橋伸治, 堀越裕子, 松田美津子, 山寺幸雄, 大原妃美佳, 菅原由紀子, 及川雅啓, 小林淳, 竹
石恭知. 消化器5 エラストグラフィーの使い道 心不全患者における肝うっ血および線維化指標としてのエラス

トグラフィーの有用性（パネルディスカッション）. 日本超音波医学会第94回学術集会; 20210521-23; 神戸/Web. 
超音波医学. 48(Suppl):S290. 
 
義久精臣. 心不全の睡眠呼吸障害～治療どうしてますか？～：CSA優位な心不全（HFpEF）（ワークショップ）. 
日本睡眠学会第46回定期学術集会; 20210923; 福岡/Web. 
 
佐藤崇匡, 義久精臣, 竹石恭知. 会長特別企画４ 本音で語ろう新しい心不全治療薬（SGLT2阻害薬、イバブ

ラジン）：心不全診療における心拍数の重要性（シンポジウム）. 第25回日本心不全学会学術集会; 20211001-03; 
Web. 
 
〔特別講演〕 
 
義久精臣. ARNIを取り入れた心不全診療の新展開. 石川臨床懇話会; 20210318; 石川町/Web. 
 
義久精臣. 慢性心不全の診断とこれからの治療. 第9回郡山地区臨床疾患勉強会; 20210519; Web. 
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義久精臣. 循環器合併症を踏まえた２型糖尿病治療. 福島糖尿病学術講演会; 20210527; 福島/Web. 
 
義久精臣. Special Lecture：循環器疾患からみたCOPDの発掘意義－心不全を中心に－. Scientific Exchange 
Meeting in Fukushima; 20210608; 福島/Web. 
 
豊川真弘. ノカルジア感染症の現状と薬剤感受性. 東北抗菌薬倶楽部第9回研究会; 20211218; 仙台/Web. 
 
〔招待講演〕 
 
豊川真弘. 遺伝子検査の第一歩. 第32回日本臨床微生物学会・学術集会; 20210128; . 
 
義久精臣. 心不全治療におけるSGLT2阻害薬の可能性. 心不全治療戦略会議 in 福島; 20210219; 福島/Web. 
 
義久精臣. 心不全治療におけるSGLT2阻害薬の可能性. 心不全治療戦略会議 in 福島; 20210312; 福島/Web. 
 
義久精臣. ランチョンセミナー10 睡眠呼吸障害管理におけるPTT血圧測定の意義. 第43回日本高血圧学会総

会; 20211015-17; Web. 
 
〔その他〕 
 
義久精臣. 心不全予防のための睡眠時無呼吸症候群管理のポイント. 日本高血圧学会 心不全予防のためのWeb
講座; 20211001; Web. 
 
義久精臣. 慢性心不全における呼吸療法 ASV. 日本心不全学会 e-learning; 20211001; Web. 
 
 
 

総合科学 
 

 

論  文 

 
〔原 著〕 
 
Miura T, Goh VST, Fujishima Y, Takebayashi K, Nakayama R, Kasai K, Ariyoshi K, Tsujiguchi T, Yoshida 
MA. Radiation emergency medical preparedness for cytogenetic biodosimetry in Hirosaki University, Japan. 
AIP Conference Proceedings. 202111; 2381(1):020041. 
 
Sorimachi A, Nagamatsu Y, Omori Y, Ishikawa T. Comparison experiments for radon and thoron measuring 
instruments at low-level concentrations in one room of a Japanese concrete building. Applied Radiation and 
Isotopes. 202107; 173:109696. 
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